













素子は7C/2付近で "休止状態〝 にあり,十分大きな一過性の "刺激〝の許で "興奮〝を示す｡



































f2-<-2>一三 ･-･- ′ の整列
7nは核の磁気量子数｡
p-; electronの速度の光速比,A≒ -1
これらの角分布非等方性を測定することで,β線により偏極 (右)を, γ線の場合は整列
(J2)を直接的に高感度で検出できる｡
β線の測定はOo(または1800)方向に置いたHe中のプラスチックシンチレータで行ない,
γ線はOo方向のGe(Li)detectorで検出した｡ 角分布の非等方性 (asymmetry)は,】aser
の偏光 (α+/α~),または照射の有無の切換によるcount数Ⅳの変化から求めた｡ その結果
得られた asymmetryαはβ線では,
α=
γ線では,
α
N(0+)-N(OL)
N(a+)+N(o~)
-+(5±2)×10-3 (oo方向 ),
N(ON)-N(OFF)
N(ON)+N(OFF)
ニ ー0.016±0.012
であった｡これをもとに核の偏極及び整列を求めると,それぞれ
f1- -4±2%,f2-4±3%
となった｡これは光ポンピング過程から理論的に予想される値に近いものとなっている｡
今後さらに装置の改良を行ない,rf印加によるhyperfinelevel間の磁気共鳴を観測し,
核磁気モーメント測定の新しい方法として確立することを考えている｡
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